
刈払機の安全使用について

全国農業協同組合連合会 兵庫県本部

資料１



1

農作業事故は、あなたの身近に迫っている！ 死亡事故データ



乗用型ト ラ ク ターの転
落・ 転倒が最大の要因
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○ 死亡事故でいちばん多いのが乗用型ト ラ ク ターですが、 刈払機でも決して
無視できない数の方が亡く なっています。

農作業事故は、あなたの身近に迫っている！（続き） 死亡事故データ
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刈払機は傷害を含めると最も事故が多い 傷害＋死亡事故データ

資料：JA共済連（共済金支払データに基づく農作業事故の発生状況の分析について R4.4）
2017～20年度の4年間のJA傷害共済及び自動車共済支払い事案のうち、原因が農業機械であることが明確なものの

集計。死亡事故を含むが99%以上は傷害事故と目される。
上記グラフの「草刈機(不明)」のうち相当数は刈払機と思われ、両者の件数を単純に合計すると農用トラクタを上回

る。さらに、農用トラクタやトラックの利用者と比べ、刈払機の利用者は傷害共済等の加入率が低いのではないかと
推定され、これを勘案すると刈払機の事故頻度は更に高いと思われる。
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刈払機の事故は通常作業中が多い 傷害＋死亡事故データ

資料：JA共済連（前同）

通常作業中※,
73.1%

つまり除去, 
15.3%

周辺作業中, 
4.3%

点検・手入れ, 
2.0%

その他・不明, 
5.3%

事故時の作業種類 • 刈払機の事故は通常の歩
きながらの作業中が多い

• 次いで多いのが草等がか
らまったときの「つまり
除去」で前者と合わせて
約９割

※「通常作業中」はもと資料では「前
進（運転中）」と表記されている
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刈払機の事故要因としては回転刃に当たることと飛散物

傷害＋死亡事故データ

資料：JA共済連（前同）

• 事故要因でみると回転
中の刈刃が体のどこか
に当たる「巻き込ま
れ」が約４割

• 次いで刃が跳ね上げた
石などが体に当たる
「飛散物跳ね上げ」で
約２割

• その次が「転落・横
転」、さらに「転倒の
み」となっており、斜
面から落ちたり単に転
んだだけでも刈払機の
作業中では大ケガにつ
ながる
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資料：JA共済連（前同）

資料：JA共済連



7資料：JA共済連
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刈払機のケガは全身どこでも 傷害＋死亡事故データ

資料：JA共済連

• ケガの場所の順序は下記のとおりで、どこが多いというより体中どこでも
対象となっている



【事例１】キックバックによる事故事例

水田の進入路付近の草刈りを刈払機で行っていたとき、刈刃が土
盛りに接触してキックバックし、左足を切った
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・防護カバーを外していた
・反動の大きい背負い式だった
（いずれも発生前）

・土盛りに目印がなかった（発生前）
・風が強く、寒い日だった（発生時）

・安全装備の不徹底
・周囲からの周知の不足
（いずれも発生前）

左足小指関節粉砕骨折
と切創、入院２４日

５７歳、男性

キックバックによる事故事例（要因）
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機械や器具に関わること

作業・管理に関わること

事故現場の環境に関わること

人に関わること

・正しい作業方法を知らなかった（発生前）
・安全靴を履いていなかった（発生前）
・寒さで頭がぼうっとしており、判断力が鈍っていた
（発生時）



キックバック対策にはナイロンコードも有効
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硬いものに当たるとキックバックする

このため木立・切り株やフェンス際など障
害物の多いところではナイロンコードを
用いるようにする

草かげに
注意！

チップソーと比べると切れは落
ちるがキックバックがない

他には、鋸歯(左)、切込み歯(右)なども
あるが、どちらもキックバックする



短時間と思い、ゴーグルをせずに道端の草を刈っていたとき刈刃の
チップが右眼に飛び込み、３週間入院。5 7歳女性

【事例２】 飛散物による事故事例

飛散物防護カバーがない！
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・飛散物防護カバーを外していた（草

が詰まるから）

・安価な刈刃（２枚で1 0 0 0円）だった

・既にチップが欠けていた
（いずれも発生前）

・石が多い道ばたでの作業だった
（発生前）

・短時間と思い、ゴーグルを未装着
（いつもは装着） （発生時）

・安全装備の装着不徹底
・周囲からの周知不足
→正しい作業方法の知識
がなかった
（いずれも発生前）

飛散物による事故事例（要因）
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機械や器具に関わること

人に関わること

作業・管理に関わること

事故現場の環境に関わること
目に飛び込んだチップ片



飛散物が飛んでくる方向

自分に向かって
飛んでくる

飛散物防護カバーに
草が詰まりやすい
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安全な刈取り位置

上部
１／３

刈刃の左側・上部１／３を使う
（時計盤で10時～12時の間）

刈るのは右から左への一方通行

この部分で刈り取る
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安全な刈り方

右足を一歩踏み込ん
で、左へ刈り始める

刈る

左足を右足の隣まで
動かして刈刃を元の
位置へ

刈らない

この繰り返し
常に右足が先行

右足を踏み込んで、
左へ刈り始める

刈る
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道路に面した畦畔の草刈り作業中、空き缶などを拾うため、作業を
中断し、エンジンを切らずに道路の縁石に刈払機を置いたところ、エ
ンジンの振動で刈払機が縁石から落ち、回転する刈刃が左脚に接
触し、切創を負った

【事例３】地面に置いた刈払機との接触による事故事例

左足首付近の切創、通院２週間、松葉杖１０日間

飛散物防護カバー
がない
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・飛散物防護カバーを外していた
（発生前）

・振動が吸収されにくいコンクリートや
アスファルトの上だった

・ゴミが事前に片付けられなかった
（いずれも発生前）

・短時間と思い、エンジンをかけたまま地面
に置いた （発生時）

・エンジンをかけたままだった
・エンジン回転速度が高速だった
・安全装備の装着の不徹底
・普段からの不安全な使用方法（発生前）
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地面に置いた刈払機との接触による事故事例

機械や器具に関わること

人に関わること

作業・管理に関わること

事故現場の環境に関わること



飛散物防護カバーをずらす・除去する例は多いが、
やめて下さい
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完全に除去
されている

正常位置は
棒で示した
ところ

チップが欠け
てなくなって
いる

欠けた刈刃を使い続けることや、スロットル固定もやめて下さい

スロトッルを
全開位置で
テープで固定



規格等の保証されたものを使いましょう
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【本体】

【刈刃】

• 刈払機は農研機構（国立研究開発法人 農業･食品産
業総合研究機構）の安全性検査の対象となってい
ます

• 安全性のチェックが行われている検査合格機
（証票貼付）のなかから選びましょう

旧意匠 新意匠

←どちらも可

※いずれも安価なものには付いて
いないことが多いですが、安全の
ために必要な投資です

• 刈払機の刈刃は日本工業規格(JIS B9212)
により強度や回転ブレの少なさが定められてい
ます

• これにより強度が保証されたＪＩＳマーク付きの
もののなかから選びましょう



作業前に異物除去
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空き缶・空き瓶、石、木の
枝、ワイヤー切れ端など
飛散物になりそうなもの
は予め取り除く

杭など取り除けないもの
はポールを立てたりリボ
ンを付けるのも有効
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組作業を行う際の注意点

（事例１）大きなエンジン音のため、休憩を呼びに来てくれた人
が背後にいることに気付かず、驚いて振り向いた拍子に刈刃で
切りつけてしまった

（事例２）キックバックが起きて、刈払機が大きく振られた際に、
すぐ後ろにいた共同作業者を切りつけてしまった

草刈り作業では、５ｍ以内には立ち入り禁止

第三者は１５ｍ以上離れること

作業者への合図は、光の反射など遠目
からできる方法を検討しましょう



作業時の正しい服装・装備

または、フェイス
ガード（防災面）

刈刃で切らないため、
安全靴または安全長靴
を履きましょう

法面での作業時には外
付けスパイクも有効

飛散物等によるケガ
を防ぐため、皮膚を
露出しない
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作業時の正しい服装・装備
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防災面(フェイス
シールド)
GOOD
顔全体を防護
喉の防護に「喉
元カバー」を併
用するとさらに
良い

ゴーグル・保護
メガネ
BETTER
目の防護のみ
それも保護メガ
ネは横から飛散
物の恐れ

防振革手袋
GOOD
防護・振動対策
ともにとれる

革手袋
BETTER
防護はいいが
振動対策弱い

軍手
BAD
防護・振動対策
ともに弱い
滑りやすい

安全靴・安全長靴
GOOD
安全靴の場合はす
ね当てを併用

すね当て
GOOD
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ご清聴、ありがとうございました
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